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●特集

ＪＡ北ひびき野球部　上川管内ＪＡ野球大会へ出場

●できごと
青年部が草刈り事業を実施
女性部がフラワーハーモニー事業を実施



明日に向かって アイ・アム・ア・ファーマー

今
を
維
持
す
る
力
を
つ
け
る
。

先
の
こ
と
は
そ
れ
か
ら
で
す
。

　

子
ど
も
の
頃
か
ら
成
人
し
て
就
職
す
る

ま
で
、
家
業
の
農
業
を
継
ご
う
と
思
っ
た

こ
と
は
な
か
っ
た
と
い
う
黒
川
さ
ん
。

　

「
就
農
へ
の
明
確
な
理
由
は
思
い
だ
せ

な
い
な
ぁ
。
実
家
が
農
家
だ
っ
た
と
い
う

こ
と
で
し
ょ
う
か
。」
と
笑
顔
で
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

　

高
校
卒
業
後
は
幌
延
町
、
そ
の
後
は
士

別
市
で
電
気
工
事
関
係
の
仕
事
に
就
き
、

並
行
し
て
実
家
の
農
業
に
関
わ
る
時
間
が

　
今
回
は
、
士
別
市
中
士
別
町
の
実
家

に
て
就
農
し
て
15
年
以
上
に
な
る
黒
川

克
義
さ
ん
に
お
話
を
う
か
が
い
ま
し

た
。

　
黒
川
さ
ん
は
父
・
由
人
さ
ん
、
母
・

由
美
子
さ
ん
と
共
に
、
水
稲
、
大
豆
、

春
小
麦
等
で
約
23 

ha
に
作
付
け
し
て
い

ま
す
。

　
夏
に
向
か
い
農
作
業
も
本
格
的
に

な
っ
て
い
く
中
、
就
農
ま
で
の
い
き
さ

つ
や
仕
事
、
家
族
に
つ
い
て
話
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

無
理
し
た
わ
け
で
な
く

自
然
と
農
業
の
道
へ

入
っ
た
と
い
う
感
じ
で
す
。
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今月の表紙

今月の表紙は、士別市多寄町の笠
羽新一さん宅で、南瓜の定植作業
を撮影させていただきました。
今年度は南瓜を約 1.3ha に作付す
る予定です。

増
え
た
た
め
、
自
然
な
流
れ
で
就
農
す
る

こ
と
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

　

「
当
初
は
農
業
に
対
し
て
の
覚
悟
が
足

り
な
い
と
い
う
か
、
考
え
が
甘
か
っ
た
の

で
し
ょ
う
ね
。
当
然
満
足
で
き
る
仕
事
は

で
き
ず
父
か
ら
た
び
た
び
厳
し
い
指
摘
を

受
け
て
い
ま
し
た
。
そ
う
だ
よ
な
ぁ
と
今

は
思
い
ま
す
ね
（
笑
）。」

　

今
年
、
経
営
移
譲
を
受
け
た
黒
川
さ
ん

で
す
が
、
ま
だ
ま
だ
経
験
も
実
力
も
足
り

な
い
と
実
感
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

「
り
っ
ぱ
な
将
来
目
標
を
語
り
た
い
と

こ
ろ
で
す
が
、
現
実
は
現
状
を
維
持
す
る

こ
と
で
精
一
杯
で
す
。
ま
ず
は
多
少
の
余

裕
を
持
ち
、
安
定
し
て
維
持
で
き
る
能
力

を
備
え
る
こ
と
が
、
先
に
繋
が
る
こ
と
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。」

先
に
進
む
に
は

確
か
な
技
術
と

希
望
が
必
要
で
す
。

　

黒
川
さ
ん
は
、
地
元
の
中
士
別
町
で
農

業
の
研
究
・
研
修
に
取
組
む
団
体
「
中
士

別
ユ
ー
ス
」
に
所
属
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

同
年
代
の
農
家
の
方
が
何
人
も
お
ら
れ
る

の
で
、
仕
事
上
で
の
相
談
や
情
報
交
換
が

で
き
る
こ
と
な
ど
助
か
る
場
面
が
多
く
あ

る
そ
う
で
す
。

　

「
コ
ロ
ナ
禍
で
の
苦
労
が
続
く
中
、
ロ

シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
が
始
ま
り
世
界

は
混
沌
と
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
農
業
に

も
と
て
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
き
て

い
る
こ
と
を
実
感
さ
せ
ら
れ
る
の
は
、
今

年
に
な
っ
て
か
ら
の
農
業
資
材
等
の
価
格

上
昇
が
止
ま
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

も
ち
ろ
ん
、
他
の
さ
ま
ざ
ま
な
値
上
が
り

は
深
刻
な
レ
ベ
ル
で
す
が
、た
だ
で
さ
え
、

国
内
の
米
の
消
費
量
が
減
っ
て
い
る
中
で

の
農
家
の
経
営
は
ま
す
ま
す
難
し
く
な
る

よ
う
に
思
い
ま
す
」
と
話
す
黒
川
さ
ん
。

個
人
の
力
だ
け
で
は
及
ば
な
い
部
分
が
大

き
い
と
い
う
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
そ
れ
で
も
前
向
き
に
取
り
組
む
姿

勢
が
大
事
だ
と
考
え
、
取
り
組
ん
で
お
ら

れ
る
そ
う
で
す
。

　

「
特
に
趣
味
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
時
々

農
作
業
を
手
伝
っ
て
く
れ
る
子
ど
も
達
の

サ
ッ
カ
ー
応
援
を
し
て
い
る
時
間
が
何
よ

り
の
喜
び
で
す
し
、
仕
事
の
励
み
に
な
っ

て
い
ま
す
。」

●アイ・アム・ア・ファーマー

　黒川　克義さん

　（士別市中士別町）…………… ②

●特集

　ＪＡ北ひびき野球部………… ④ 

●フルーツパラダイス………… ⑥

●地域のニュース……………… ⑦

剣淵 「青年部が草刈り事業を実施」

　　 「女性部がフラワーハーモニー事業を実施」

士別 「外国人労働者の受け入れ開始」

和寒 「子供農業体験事業に取り組む」

多寄 「サポートたよろーが市道草刈りを実施」

朝日 「士別市あさひ集落でヤマメ放流事業を実施」

●ひびきあいの広場

おたより ……………………… ⑩

俳句・短歌 …………………… ⑪

ホクレン女子陸上競技部を激励！ … ⑪

●お知らせ　他

理事会報告 …………………… ⑫

特殊詐欺被害防止緊急メッセージ … ⑬

金融部からのお知らせ ……… ⑭

●クロスワードパズル………… ⑮

　のんき家族

●手軽に美味しくひと工夫…… ⑯

『名残のアスパラと夏野菜の塩辛炒め』

黒
くろかわ

川　克
かつよし

義さん

士別市中士別町／ 41 才

士別商業高校を卒業後、幌延町、士

別市で電気工事関係の会社に勤務。

並行して実家の農業を手伝うように

なり就農。

妻・弥生さんと二人の男の子との四

人家族。
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６
月
16
日
、
17
日
、
旭
川
市
の
ス
タ
ル

ヒ
ン
球
場
に
て
上
川
管
内
Ｊ
Ａ
野
球
大
会

が
開
催
さ
れ
Ｊ
Ａ
北
ひ
び
き
野
球
部
（
梅

本
和
隆
監
督

：

部
員
19
名
）
が
出
場
し
た
。

Ｊ
Ａ
北
ひ
び
き
野
球
部
は
１
年
を
通
し
て

週
２
日
の
練
習
に
励
み
今
回
の
大
会
に
臨

ん
だ
。

　

大
会
で
は
選
手
た
ち
の
全
力
プ
レ
ー
と

日
頃
の
練
習
の
成
果
が
実
り
、
見
事
準
優

勝
を
飾
っ
た
。

　

大
会
を
終
え
て
梅
本
監
督
は
「
私
た
ち

Ｊ
Ａ
北
ひ
び
き
野
球
部
は
、
職
員
間
の
仲

間
づ
く
り
と
Ｊ
Ａ
職
員
と
し
て
の
資
質
の

向
上
を
図
る
た
め
、
大
好
き
な
野
球
を
通

じ
、
礼
儀
・
マ
ナ
ー
を
重
ん
じ
、
誠
実
・

真
面
目
・
謙
虚
に
練
習
に
取
り
組
ん
で
お

り
ま
す
。
試
合
結
果
に
つ
き
ま
し
て
は
、

Ｊ
Ａ
あ
さ
ひ
か
わ
に
敗
れ
、
準
優
勝
と
な

り
ま
し
た
が
大
会
中
は
選
手
全
員
が
試
合

に
出
場
し
、
Ｊ
Ａ
北
ひ
び
き
の
職
員
と
し

て
恥
じ
ぬ
よ
う
試
合
で
は
ど
ん
な
状
況
で

も
決
し
て
諦
め
ず
全
員
で
最
後
ま
で
全
力

で
戦
い
ま
し
た
。
野
球
部
一
同
は
し
っ
か

り
と
業
務
に
励
み
、
組
合
員
・
Ｊ
Ａ
の
発

展
と
地
域
住
民
へ
貢
献
で
き
る
よ
う
努
め

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
野
球
部

に
対
し
ま
し
て
、

ご
支
援
、
ご
協
力

と
応
援
を
頂
け
れ

ば
幸
い
で
す
。」
と

話
し
た
。

■
上
川
管
内
Ｊ
Ａ
野
球
大
会
試
合
成
績

　

１
回
戦　
　

対　

Ｊ
Ａ
び
え
い

　
　
　
　
　
　

（
〇　

７
―
２
）

　

準
決
勝　
　

対　

Ｊ
Ａ
北
は
る
か

　
　
　
　
　
　

（
〇　

６
―
１
）

　

決
勝　
　
　

対　

Ｊ
Ａ
あ
さ
ひ
か
わ

　
　
　
　
　
　

（
●　

０
―
９
）

▲�伸びのある直球とテンポの良い投球で試

合を作った犬伏郁八投手（JA 北はるか戦）

▲�変則的なフォームで相手に的を絞らせない

投球を見せた犬伏泉貴投手（JA びえい戦）

▲�選手全員で試合を盛り上げ勝利を呼び

込む

▲�試合に向けて準備を進める小笠原選手

（右手前）と太田主将（左奥）

Ｊ
Ａ
北
ひ
び
き
野
球
部

上
川
管
内
Ｊ
Ａ
野
球
大
会
へ
出
場

～
チ
ー
ム
一
丸
と
な
り
準
優
勝
～

▲梅本和隆監督
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▲�投打にわたる活躍で敢闘賞を受

賞した酒井選手

▲�鮮やかなセンター前ヒットを放っ

た柚原選手（JA あさひかわ戦）

▲�戦略的な配球でチームに勝利を

導いた今泉捕手（JA北はるか戦）

今後とも応援よろしくお願いします！

背番号 氏名 所属部署 ポジション

� （監督） 
梅本　和隆 和寒基幹支所　営農課 内野手

� （主将） 
太田　竜良 酪農畜産部　酪農畜産課 投手・内野手

❶ 大西　隼人 営農部　農業支援課 捕手・内野手

❷ 宮本　直樹 営農部　農業振興課 内野手

❸ 筒井　智貴 剣淵基幹支所　営農課 外野手

❻ 今泉　　凌 剣淵基幹支所　購買課 捕手

❽ 林　　　亨 剣淵基幹支所　販売課 投手・内野手

� 樫谷　祐希 金融部　共済課 外野手

� 犬伏　泉貴 酪農畜産部　酪農畜産課 投手・内野手

背番号 氏名 所属部署 ポジション

� 柚原　章平 剣淵基幹支所　販売課 内野手

� 小笠原竜史 営農部　農業振興課 内野手・外野手

� 兼平　英治 購買部　生産資材課 内野手

� 犬伏　郁八 青果部　青果課 投手・外野手

� 徳田　拓実 金融部　共済課 外野手

� 米澤　標馬 青果部　青果課 内野手

� 及川　優也 士別基幹支所　温根別営業所 捕手

� 岡本　丈瑠 剣淵基幹支所　購買課 外野手

� 酒井　太陽 青果部　青果課 投手・内野手

� 榎本　淳実 総務部　総務課 投手

選 手 名 鑑
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剣
淵

6
月
15
日
、
Ｊ
Ａ
北
ひ
び
き
女
性
部
剣

淵
支
部
（
宍
戸
ひ
ろ
子
部
長

：

部
員
８
名
）

は
剣
淵
基
幹
支
所
玄
関
前
に
て
花
壇
の
花

植
え
作
業
を
実
施
し
た
。

こ
の
作
業
は
Ｊ
Ａ
上
川
地
区
女
性
協
議

会
の
フ
ラ
ワ
ー
ハ
ー
モ
ニ
ー
事
業
の
取
り

組
み
で
、
百
日
草
（
ジ
ニ
ア
）
の
種
が
女

性
部
に
配
布
さ
れ
、
女
性
部
の
手
で
育
て

ら
れ
た
。

参
加
し
た
部
員
は
苗
の
配
置
を
考
え
な

が
ら
手
際
よ
く
作
業
を
進
め
、
全
て
の
花

が
綺
麗
に
咲
く
こ
と
を
願
い
な
が
ら
丁
寧

に
植
え
ら
れ
た
。

花
を
植
え
た
宍
戸
部
長
は
「
道
を
歩
く

人
た
ち
に
綺
麗
な
花
を
見
て
も
ら
い
、
心

安
ら
い
で
ほ
し
い
。
花
が
綺
麗
に
咲
く
こ

と
を
心
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
女

性
部
が
こ
の
よ
う
な
活
動
も
し
て
い
る
と

い
う
こ
と
を
知
っ
て
ほ
し
い
。」と
話
し
た
。

フ
ラ
ワ
ー
ハ
ー
モ
ニ
ー
事
業
は
毎
年
行

な
っ
て
お
り
、
来
年
度
以
降
も
継
続
し
て

い
く
予
定
。

▲旧地力増進施設でのようす

青
年
部
が
草
刈
り
事
業
を
実
施
／
女
性
部
が
フ
ラ
ワ
ー
ハ
ー
モ
ニ
ー
事
業
を
実
施

ケ
ガ
無
く
無
事
に
作
業
終
え
る

剣
淵
町
に
彩
り
を

▲防風保安林でのようす

▲百日草を植えているようす▲女性部剣淵支部のみなさん

６
月
17
日
、
Ｊ
Ａ
北
ひ
び
き
青
年
部
剣

淵
支
部
（
砂
田
一
人
部
長

：

部
員
17
名
）

は
剣
淵
町
の
施
設
に
て
草
刈
り
事
業
を
実

施
し
た
。

草
刈
り
事
業
は
毎
年
剣
淵
町
か
ら
委
託

さ
れ
て
お
り
、
今
年
は
旭
町
の
防
風
保
安

林
・
町
有
林
音
無
川
付
近
、
南
桜
町
の
旧

地
力
増
進
施
設
の
３
か
所
に
て
行
わ
れ
、

部
員
９
名
が
参
加
し
た
。

昨
年
は
各
か
所
に
担
当
を
振
り
分
け
、

１
か
所
に
つ
き
３
、４
名
で
作
業
し
た
が
、

今
回
は
す
べ
て
の
場
所
を
参
加
者
全
員
で

行
い
予
定
よ
り
も
早
く
草
刈
り
が
進
め
ら

れ
た
。
ま
た
、
作
業
日
前
日
に
は
機
械
で

の
作
業
も
行
わ
れ
、
よ
り
効
率
良
く
作
業

が
進
め
ら
れ
た
。

作
業
を
終
え
た
砂
田
部
長
は
「
作
業
中

は
全
員
が
安
全
な
距
離
を
保
ち
な
が
ら
連

携
を
取
り
合
い
、
効
率
的
に
動
け
て
い
た
。

世
代
交
代
を
意
識
す
る
中
で
も
、
連
携
を

主
体
に
上
手
く
作
業
が
進
ん
だ
と
思
う
。」

と
話
し
た
。
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Ｊ
Ａ
北
ひ
び
き
は
今
年
度
よ
り
、
外
国
人
労

働
者
を
受
け
入
れ
、
労
働
力
支
援
活
動
を
新
た

に
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　

外
国
人
労
働
者
は
、
農
業
者
の
高
齢
化
が
進

む
中
、
当
Ｊ
Ａ
と
し
て
「
青
果
物
、
酪
農
、
畜

産
な
ど
の
安
定
的
な
生
産
に
つ
な
が
る
、
新
た

な
労
働
力
確
保
の
一
環
」
と
位
置
付
け
、
人
材

派
遣
会
社
「
株
式
会
社
ベ
ジ
コ
ー
プ
」
よ
り
、

５
月
９
日
に
ネ
パ
ー
ル
人
２
名
、
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
人
１
名
、
中
国
人
１
名
、
５
月
26
日
に
ネ
パ
ー

ル
人
１
名
と
中
国
人
１
名
の
計
６
名
を
受
け
入

れ
て
い
る
。

　

外
国
人
労
働
者
は
、
い
ず
れ
も
20
～
30
代
で

日
本
語
で
の
日
常
会
話
に
は
支
障
は
な
く
、
当

Ｊ
Ａ
が
用
意
し
た
市
内
の
施
設
で
共
同
生
活
を

行
い
な
が
ら
、
希
望
が
あ
っ
た
受
入
先
で
農
作

業
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
受
け
入
れ
期
間
に
つ

い
て
は
、
１
年
と
な
っ
て
お
り
、
今
後
も
野
菜

の
選
果
作
業
や
、
収
穫
作
業
を
手
伝
う
な
ど
複
数

の
仕
事
に
携
わ
っ
て
い
く
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

　

６
月
３
日
に
は
、
常
勤
理
事
及
び
関
係
職
員

と
外
国
人
労
働
者
で
歓
迎
会
を
行
い
、
外
国
人

労
働
者
た
ち
は
「
環
境
に
も
少
し
ず
つ
慣
れ
共

同
生
活
も
楽
し
い
。
こ
れ
か
ら
は
仕
事
に
携
わ

る
方
々
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
な
が

ら
、
農
作
業
を
頑
張
っ
て
い
き
た
い
。
」
と
抱

負
を
述
べ
、
参
加
者
と
の
交
流
を
深
め
て
い
た
。

外
国
人
労
働
者
の
受
け
入
れ
開
始

労
働
力
確
保
へ
向
け
た

新
た
な
取
り
組
み

　

６
月
13
日
、
Ｊ
Ａ
北
ひ
び
き
青
年
部
和
寒
支

部
（
宮
崎
和
博
部
長

：

部
員
31
名
）
は
子
供
農

業
体
験
事
業
に
取
り
組
み
、
和
寒
小
学
校
３
年

生
の
児
童
を
対
象
に
活
性
化
セ
ン
タ
ー
で
キ
ャ

ベ
ツ
の
播
種
作
業
を
行
っ
た
。

　

こ
の
体
験
事
業
は
、
子
ど
も
の
「
食
」
に
関

す
る
様
々
な
問
題
に
対
し
て
「
食
育
」
の
知
識

を
深
め
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
例
年
実

施
し
て
お
り
播
種
作
業
か
ら
収
穫
作
業
ま
で
年

間
４
回
の
作
業
を
通
じ
て
農
業
・
食
料
に
つ
い

て
学
習
す
る
計
画
と
な
っ
て
い
る
。

　

作
業
前
に
は
青
年
部
員
か
ら
播
種
を
行
う
上

で
必
要
な
物
や
キ
ャ
ベ
ツ
の
作
り
方
の
説
明
が

あ
り
、
青
年
部
員
の
指
導
の
下
、
２
人
１
組
と

な
っ
て
ト
レ
ー
へ
の
土
入
れ
、
穴
あ
け
、
種
ま

き
、
水
や
り
の
工
程
を
行
い
、
１
時
間
30
分
ほ

ど
で
作
業
を
終
え
た
。

　

作
業
の
後
に
は
生
徒
達
か
ら
「
キ
ャ
ベ
ツ
の

大
き
さ
は
ど
れ
く
ら
い
に
な
る
の
で
す
か
」「
越

冬
キ
ャ
ベ
ツ
は
和
寒
で
何
ト
ン
と
れ
ま
す
か
」

な
ど
多
く
の
質
問
が
あ
っ
た
。
最
後
に
活
性
化

セ
ン
タ
ー
の
清
田
所
長
は
「
今
日
撒
い
て
く
れ

た
キ
ャ
ベ
ツ
の
生
育
を
定
期
的
に
見
に
来
て
ほ

し
い
」
と
話
し
た
。

　

次
回
の
農
業
体
験
は
、
７
月
12
日
の
定
植
作

業
を
予
定
し
て
い
る
。

キ
ャ
ベ
ツ
収
穫
に
向
け
て

播
種
作
業
を
行
う

和
寒

子
供
農
業
体
験
事
業
に

取
り
組
む

士
別

▲�歓迎会のようす ▲�農作業のようす

▲�水やりのようす ▲�播種作業のようす
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６
月
６
日
、
多
寄
地
区
の
農
作
業
受
託
組
織

サ
ポ
ー
ト
た
よ
ろ
ー
（
村
中
吉
宏
代
表
）
は
市

道
の
草
刈
り
作
業
を
実
施
し
た
。

　

こ
の
作
業
は
、
地
域
農
業
・
農
村
の
活
性
化

や
資
源
保
全
に
向
け
た
「
多
寄
地
域
資
源
保
全

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
取
組
と
し
て
６
月
と
８
月

の
年
２
回
に
分
け
て
実
施
さ
れ
、
サ
ポ
ー
ト
た

よ
ろ
ー
の
従
業
員
が
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
を
担
っ
て

い
る
。

　

草
刈
り
は
ト
ラ
ク
タ
ー
２
台
を
使
用
し
、
一

方
が
路
肩
、
そ
の
後
ろ
か
ら
法
面
の
雑
草
を
刈
っ

て
い
き
、
２
週
間
の
日
程
で
往
復
分
を
合
わ
せ
、

約
１
６
０
㎞
の
市
道
の
草
刈
り
を
行
っ
た
。

　

作
業
に
あ
た
り
村
中
代
表
は
「
地
域
の
皆
様

に
は
、
通
行
の
妨
げ
に
な
ら
な
い
よ
う
、
事
故

な
く
作
業
に
努
め
て
い
き
ま
す
。
」
と
意
気
込

み
を
語
っ
た
。

　

毎
年
サ
ポ
ー
ト
た
よ
ろ
ー
で
は
、
ニ
ッ
テ
ン

ラ
イ
ム
散
布
や
堆
肥
散
布
作
業
を
中
心
に
そ
の

他
士
別
市
中
山
間
の
地
域
型
農
業
振
興
事
業
に

て
導
入
し
た
ス
ト
ー
ン
ピ
ッ
カ
ー
に
よ
る
除
礫

や
畦
塗
な
ど
の
作
業
を
受
託
。
今
後
も
各
種
作

業
を
通
じ
て
地
域
農
業
に
密
着
し
た
事
業
を
展

開
し
、
多
寄
地
区
に
お
け
る
労
働
力
不
足
や
高

齢
化
問
題
に
応
え
て
い
く
。

サ
ポ
ー
ト
た
よ
ろ
ー
が

市
道
草
刈
り
を
実
施

多
寄

　

５
月
28
日
、
士
別
市
あ
さ
ひ
集
落
（
栗
本
勝

代
表

：

構
成
員
94
名
）
で
は
、
あ
さ
ひ
集
落
役

員
、
関
係
団
体
含
め
て
６
名
が
出
席
し
ヤ
マ
メ

放
流
事
業
を
実
施
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
中
山
間
事
業
の
一
環
と
し

て
、
自
然
環
境
の
保
全
と
里
山
が
持
つ
本
来
の

機
能
を
再
現
し
地
域
住
民
な
ど
の
憩
い
の
場
の

創
設
を
目
的
と
し
て
、
事
業
開
始
当
初
よ
り
行

わ
れ
て
お
り
、
今
年
度
で
23
回
目
の
実
施
と

な
っ
た
。

　

ヤ
マ
メ
は
「
渓
流
の
女
王
」
と
も
呼
ば
れ
高

級
魚
と
し
て
名
高
く
、
美
し
い
流
線
型
の
魚
形

と
パ
ー
マ
ー
ク
と
呼
ば
れ
る
特
徴
的
な
斑
紋
を

持
つ
。
今
年
は
２
カ
所
に
計
２
０
０
㎏
（
約

８
千
匹
）
の
ヤ
マ
メ
が
川
に
放
た
れ
た
。
ヤ
マ

メ
養
殖
業
者
に
よ
る
と
ヤ
マ
メ
は
昨
年
に
比
べ

て
大
き
く
、
放
流
さ
れ
た
元
気
い
っ
ぱ
い
に
水

面
を
泳
い
で
い
た
。

　

例
年
で
あ
れ
ば
地
元
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
に

所
属
す
る
子
供
た
ち
も
参
加
し
て
い
た
が
、
日

程
が
合
わ
ず
不
参
加
と
な
っ
た
。

　

栗
本
代
表
は
「
コ
ロ
ナ
渦
も
あ
り
子
供
た
ち

が
参
加
で
き
ず
寂
し
い
が
、
来
年
こ
そ
は
子
供

た
ち
に
も
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
を
楽
し
ん
で
ほ

し
い
。
」
と
語
っ
た
。

自
然
環
境
の

保
全
を
目
指
し

朝
日

士
別
市
あ
さ
ひ
集
落
で

ヤ
マ
メ
放
流
事
業
を
実
施

地
域
農
業
を

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
！

▲�放流されたヤマメ ▲�ヤマメ放流のようす

▲市道草刈りのようす



編
集
後
記

直
売
所
か
ら
ズ
ッ
キ
ー
ニ
の
苗
を

買
っ
て
育
て
て
い
ま
す
。
何
年
か

振
り
に
実
が
つ
き
始
め
ま
し
た
。
収
穫

を
楽
し
み
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
た
く

さ
ん
で
き
た
ら
近
所
の
友
達
と
食
べ
方

を
勉
強
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。

（
Ｆ
：
80
代
女
性
）

●
獲
れ
始
め
た
ら
毎
食
ズ
ッ
キ
ー
ニ

料
理
が
登
場
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

ね
！(

笑)

自
分
が
考
案
し
た
レ
シ

ピ
を
持
ち
よ
っ
て
、
お
友
達
と
食
事

会
も
い
い
で
す
ね
！
自
分
で
育
て
た

ズ
ッ
キ
ー
ニ
を
存
分
に
ご
堪
能
下
さ

い
！

体
が
痛
い
痛
い
と
言
い
な
が
ら
、
つ

い
つ
い
野
菜
ハ
ウ
ス
に
通
う
毎

日
。
や
っ
ぱ
り
野
菜
を
作
る
の
が
大
好

き
な
私
で
す
。�

（
Ｏ
：
70
代
女
性
）

●
お
い
し
い
野
菜
が
で
き
る
こ
と
も

大
切
で
す
が
体
が
第
一
で
す
！
収
穫

ま
で
無
理
の
な
い
範
囲
で
野
菜
作
り

に
没
頭
し
て
く
だ
さ
い
ね
！

先
日
息
子
が
芝
桜
公
園
と
チ
ュ
ー

リ
ッ
プ
公
園
ま
で
主
人
と
私
と
、

近
く
に
い
る
お
姉
さ
ん
三
人
を
連
れ
て

い
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
芝
桜
は
満
開
で

と
て
も
き
れ
い
で
し
た
。
ピ
ン
ク
と
白

は
知
っ
て
い
ま
し
た
が
、
赤
色
の
花
も

あ
る
と
は
初
め
て
知
り
ま
し
た
。
チ
ュ
ー

リ
ッ
プ
公
園
も
見
事
で
し
た
。
楽
し
い

思
い
出
が
で
き
ま
し
た
。�

�（
Ｋ
：
女
性
）

●
素
敵
な
場
所
へ
連
れ
て
行
っ
て
く

れ
た
息
子
さ
ん
に
感
謝
で
す
ね
！
私

も
先
日
Ｋ
さ
ん
と
同
じ
く
芝
桜
公
園

と
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
公
園
へ
行
っ
て
き

ま
し
た
。
天
気
に
も
恵
ま
れ
色
鮮
や

か
な
景
色
を
堪
能
で
き
ま
し
た
！
こ

れ
か
ら
も
皆
さ
ん
で
色
々
な
場
所
に

行
っ
て
た
く
さ
ん
思
い
出
を
増
や
せ

る
と
い
い
で
す
ね
！

今
年
免
許
の
更
新
が
あ
る
の
で
、
先

日
自
動
車
学
校
で
認
知
機
能
検

査
と
実
技
検
定
を
受
け
て
き
ま
し
た
。

無
事
に
通
過
す
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た

三
年
油
断
す
る
こ
と
な
く
安
全
運
転
に

心
が
け
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

（
Ｊ
：
70
代
女
性
）

●
免
許
更
新
お
疲
れ
様
で
し
た
。
近

年
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
の
事
故
を
よ
く

耳
に
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
Ｊ

さ
ん
の
お
っ
し
ゃ
る
通
り
常
に
安
全

運
転
を
心
が
け
な
が
ら
、
お
で
か
け

を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
！
自
動
車
も

い
い
で
す
が
、
バ
ス
や
Ｊ
Ｒ
等
の
公

共
交
通
機
関
を
使
う
と
い
つ
も
と
違

う
景
色
が
見
れ
て
楽
し
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
ね
！

２
Ｆ
の
風
呂
場
か
ら
水
漏
れ
で
１
Ｆ

が
水
浸
し
で
す
。
や
っ
と
工
事
が

始
ま
り
ま
す
。�

（
Ｆ
：
60
代
女
性
）

●
と
ん
だ
災
難
で
し
た
ね
…
。
順
調

に
工
事
が
進
み
早
く
安
心
し
て
過
ご

せ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
！

皆さんからのおたより、楽しい写真等を募集しています。
詳しくは15ページの「お便り募集」をご覧ください。掲載させていただいた
方にプレゼントを差し上げます。
※写真データをメールにて送る場合には、住所・氏名にコメントを添えて
kitahibiki.ja@kitahibiki.ja-hokkaido.gr.jpまでお送り下さい。

ひびきあい
の広場

６
月
号
パ
ズ
ル

夏
に
な
る
と
キ
ャ
ン
プ
な
ど
ア
ウ
ト
ド
ア
を
さ

れ
る
方
が
多
く
い
る
か
と
思
い
ま
す
。
こ
こ
最
近

は
キ
ャ
ン
プ
場
も
増
え
キ
ャ
ン
プ
用
品
も
お
手
頃

に
買
う
こ
と
が
で
き
、
ま
た
コ
ロ
ナ
禍
で
キ
ャ
ン

プ
を
す
る
方
が
増
え
て
い
ま
す
。
今
は
キ
ャ
ン
プ

用
品
を
持
っ
て
い
な
く
て
も
誰
で
も
キ
ャ
ン
プ
が

し
や
す
い
「
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
キ
ャ
ン
プ
」
と
い
っ

た
テ
ン
ト
な
ど
全
部
設
営
さ
れ
て
い
て
ベ
ッ
ド
も

あ
り
、
ま
る
で
ホ
テ
ル
の
よ
う
な
キ
ャ
ン
プ
を
楽

し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
少
し
お
高
い
で
す
が
非

日
常
感
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
休
日
に

キ
ャ
ン
プ
を
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

最
近
は
熊
の
出
没
も
多
い
の
で
キ
ャ
ン
プ
を
す
る

際
は
十
分
に
気
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

さ
て
７
月
は
秋
小
麦
の
刈
取
り
で
す
ね
。
暑
い

日
が
続
き
ま
す
の
で
熱
中
症
に
は
気
を
つ
け
、
こ

ま
め
な
水
分
補
給
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

【
当
選
者
】

高
橋
豊
さ
ん

【
解
答
】「
ラ
ベ
ン
ダ
ー
」
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ホクレン女子陸上競技部を激励！

万ま
ん

歩ぽ

け

い計
　
数か

ず

を
増ふ

や
し
て
　
今き

ょ

う日
は
夏げ

し至

大
　
河
　
博
　
子

雨あ
ま
お
と音

に
　
揺ゆ

ら
ぐ
葉は

の
下し

た

　
カ
タ
ツ
ム
リ

鈴
　
木
　
ゆ
き
子

で
で
虫む

し

や
　
転こ

け
て
角つ

の
ひ
き引

　
ま
た
出い

づ
る

高
　
瀬
　
久
美
子

さ
ざ
な
み
の
　
絹き

ぬ

吹ふ

く
ご
と
く
　
麦む

ぎ

穂ほ

な

み波

髙
　
橋
　
世
津
子

遠と
お

き
日ひ

の
　
ひ
た
い
に
汗あ

せ

の
　
光ひ

か

る
君き

み

梅
　
基
　
文
　
子

種
お
ろ
し
一
粒
ご
と
に
願
い
か
け

収
穫
ま
で
の
ド
ラ
マ
始
ま
る

鈴
　
木
　
露
　
子

早
春
に
実
り
の
秋
を
思
い
つ
つ

一
粒
一
粒
種
を
蒔
き
お
り

竹
ノ
内
　
ひ
か
る

母
親
が
ポ
ッ
ト
に
蒔
い
た
亜
麻
の
種

掘
り
返
し
て
は
怒
ら
れ
る
猫

牧
　
　
　
あ
づ
さ

春
う
ら
ら
シ
ー
ズ
ン
初
日
の
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

シ
ニ
ア
の
声
が
空
に
響
け
り

土
　
井
　
一
　
光

底
辺
の
な
き
三
角
の
形
し
て

白
鳥
は
飛
ぶ
空
を
狭
く
し

山
　
中
　
千
代
子

11

　６月 16 日、ＪＡ北ひびき本所にホクレン女子陸上競技部の長渡憲司監督と清

水美穂キャプテンが来所し、当ＪＡより激励の意を込めて、牛肉、米、オリジナ

ル加工品を贈呈した。ホクレン

女子陸上競技部は 10 名で活動

しており、毎年大会へ向けて各

地で合宿を実施している。

　士別市での合宿は６月 16 日

から６月 28 日にかけて行われ

る予定。



ＪＡ 北ひびきＤａｔａ

半
期
定
期
監
査
を
令
和
４
年
６
月
８
日

(

水)

～
10
日（
金
）
に
実
施
す
る
こ
と
、

６
月
30
日
を
基
準
日
と
す
る
棚
卸
実
査

を
令
和
４
年
７
月
１
日（
金
）
に
実
施
す

る
こ
と
を
報
告
し
た
。

２
．
令
和
４
年
度
新
規
就
農
者
激
励
会
に

つ
い
て

　

令
和
４
年
度
新
規
就
農
者
激
励
会
の
対

象
者
10
名
に
つ
い
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
防
止
を
考
慮
し
て
規
模
を

縮
小
し
た
中
で
開
催
す
る
こ
と
と
し
た
。

３
．
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
経
営
戦
略
シ
ー
ト
に
つ

い
て

　

各
Ｊ
Ａ
の
実
情
に
応
じ
た
戦
略
シ
ー
ト

の
設
定
が
必
要
と
の
観
点
か
ら
、
実
現

性
・
持
続
性
も
含
め
て
検
討
す
る
プ
ロ

セ
ス
を
可
視
化
す
る
た
め
の
ツ
ー
ル
と

し
て
作
成
し
た
経
営
戦
略
シ
ー
ト
に
つ

い
て
報
告
し
た
。

４
．
事
業
用
定
期
借
地
権
設
定
契
約
の
た

め
の
覚
書
の
締
結
に
つ
い
て

　

令
和
４
年
５
月
２
日
に
株
式
会
社
ツ
ル

ハ
と
契
約
の
た
め
の
覚
書
を
締
結
し
た

こ
と
を
報
告
し
た
。

５
．
余
裕
金
の
運
用
方
針
及
び
運
用
状
況

に
つ
い
て

　

標
記
に
か
か
る
４
月
末
時
点
の
状
況
を

▼
決
議
事
項
▲

議
案
第
１
号　

役
員
報
酬
審
議
会
規
程
の

一
部
変
更
に
つ
い
て

　

原
案
通
り
決
定
し
た
。

議
案
第
２
号　

給
与
規
程
の
一
部
変
更
に

つ
い
て

　

原
案
通
り
決
定
し
た
。

議
案
第
３
号　

持
分
の
譲
渡
に
つ
い
て

　

出
資
金
の
譲
渡
に
か
か
る
案
件
に
つ
い

て
承
認
し
た
。

議
案
第
４
号　

理
事
に
対
す
る
貸
付
に
つ

い
て

　

理
事
１
名
に
対
す
る
貸
付
に
つ
い
て
、

組
合
員
と
同
等
の
条
件
に
て
貸
付
け
る

こ
と
を
決
定
し
た
。

議
案
第
５
号　

夏
期
手
当
の
支
給
に
つ
い

て

　

事
業
計
画
ど
お
り
支
給
す
る
こ
と
に
決

定
し
た
。

▼
報
告
事
項
▲

１
．
第
１
四
半
期
定
期
監
査
及
び
棚
卸
実

査（
肥
料
を
除
く
）の
日
程
に
つ
い
て

　

４
月
30
日
を
基
準
日
と
す
る
第
１
四

第
４
回
理
事
会
議
案

日
時

　
令
和
４
年
６
月
３
日
㈮

報
告
し
た
。

６
．
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
事
故
報
告
概
要

に
つ
い
て

　

令
和
４
年
２
月
１
日
か
ら
４
月
30
日
ま

で
の
対
象
期
間
中
に
お
け
る
コ
ン
プ
ラ

イ
ア
ン
ス
事
故
の
報
告
は
１
件
だ
っ
た

こ
と
を
報
告
し
た
。

７
． 

そ
の
他

　

肥
料
の
価
格
動
向
に
つ
い
て
報
告
し

た
。
５
月
末
時
点
の
財
務
状
況
、
組
合

員
動
向
等
を
報
告
し
た
。

 

（
６
月
30
日
付
）

和
寒
基
幹
支
所
購
買
課
農
業
機
械
係

　

葛
西　

博（
再
雇
用
制
度
利
用
）

剣
淵
基
幹
支
所
販
売
課
倉
庫
係

　

神
田
光
男（
再
雇
用
制
度
利
用
）

 

た
い
へ
ん
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

構成員／財務 ５/３１現在 　（前年同月増減） （対比）

◆正組合員数 1,622人 △ 52人 △ 3.1%

◆准組合員数 3,973人 △ 78人 △ 1.9%

◆組合員戸数 1,098戸 △ 45戸 △ 3.9%

◆出資金 35億99百万円 47百万円 1.3%

◆貯金 609億45百万円 △5億82百万円 △ 0.9%

◆貸付金 114億71百万円 1億12百万円 1.0%

◆
長期共済

　保 有 高
1145億41百万円 △30億47百万円 △ 2.6%

◆購買供給高 32億24百万円 67百万円 2.1%

◆販売高 31億71百万円 △233百万円 △ 6.9%

　(農産) 3億62百万円 △2億14百万円 △37.1%

　(畜産) 28億9百万円 △19百万円 △ 0.7%
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道民の皆様へ

特殊詐欺被害防止のためのメッセージ

～ 「詐欺電話がきたら 」～

今年の道内における特殊詐欺被害は、 月末現在 件、被害額

は約 億円となり、既に昨年１年間の 件、約６億円に迫る極

めて深刻な事態となっています。

特に、親族や警察官、弁護士などを装う「オレオレ詐欺」や、身

に覚えのない料金を請求するなどの「架空料金請求詐欺」、行政機

関の職員を装い還付金などの名目でＡＴＭに誘導する「還付金詐

欺」では、高齢者を中心に多くの方が被害に遭われています。

突然の電話でお金を要求されたら、相手が誰であろうと必ず一度

電話を切って、周りの方に相談するか、警察相談電話｢ ｣に

連絡してください。

特殊詐欺の被害に遭わないためには、お金の話は一人で決めずに

相談すること、そして、詐欺の手口を知っておくことも重要です。

道では、家族や地域の絆を深め、地域のコミュニティ機能を高め

ることにより、犯罪のない安全で安心な北海道の実現を目指す「安

全・安心どさんこ運動」に取り組んでいます。家族や地域の支え合

い、助け合いで、特殊詐欺の被害を防ぎましょう。

令和４年６月３日

北 海 道 知 事 鈴 木 直 道

北海道警察本部長 扇 澤 昭 宏

13



－金融部からのお知らせ－

14



クロスワードパズルパズル

vol.221

発行/北ひびき農業協同組合

編集/総務部　総合企画課

令和４年７月５日発行

　　　　　（毎月１回発行）

〒095-0021

士別市西１条８丁目701番地１

電　話：0165－（23）－2115

ＦＡＸ：0165－（23）－5162

http://www.ja-kitahibiki.or.jp/

印　刷／文義堂印刷・出版

二重マスの文字を

Ａ～Ｅの順に並べてできる

言葉は何でしょうか？

ヨコのカギ タテのカギ

１　７月の第３月曜日は――の

日。国民の祝日です 

２　お遍路さんが巡ります 

３　ムチとの使い分けが大切 

４　開くと花が咲きます 

５　そうめんをゆでている途中に

入れる人もいます 

７　泳げない人の強い味方 

９　夏の土用の――の日にはウナ

ギを食べると良いといわれます 

11　輪島や呼子のものが有名 

13　蚕の繭から作る繊維 

15　鉄がさびるのはこの化学変化

によるものです 

17　京都の夏を彩る――祭 

19　酔うとこの猛獣になる人も 

21　１－１＝

１　前の反対側 

３　梅雨が明ければ夏本番。――

が増します

６　神社で神事に奉仕する女性 

７　土用干しをする漬物 

８　窒素（78%）、酸素（21%）などが

含まれます

10　音を聞き取る器官 

12　波――を上げて船が進む 

14　七夕飾りや短冊をつるします 

16　カブトムシが集まる木の一つ 

18　歌謡曲などの前奏のこと 

20　唱歌『夏の思い出』の歌詞に出

てくる地名 

22　継続は――なり 

23　列車を走らせるために敷きます

パ
ズ
ル
の
応
募
方
法
と

お
た
よ
り
募
集

　

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
に
答
え
て

応
募
し
て
下
さ
い
。
抽
選
で
５
名
の

方
に
Ｊ
Ａ
北
ひ
び
き
の
や
み
つ
き
大

豆
３
食
入
を
。
ま
た
、
お
た
よ
り
を

紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
方
に
も
や

み
つ
き
大
豆
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。（
パ

ズ
ル
当
選
と
お
た
よ
り
紹
介
で
重
複

さ
れ
た
方
は
ど
ち
ら
か
の
み
の
採
用

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。）

■
官
製
ハ
ガ
キ
に
、ク
イ
ズ
の
答
え
、 

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
職
業
、
電
話
番 

号
、わ
が
家
の
出
来
事
を
記
入
の
上
、

ポ
ス
ト
に
投
函
し
て
下
さ
い
。尚
、本

誌
へ
の
ご
意
見
や
、
わ
が
家
の
出
来

事
は
、ぜ
ひ
書
き
添
え
て
下
さ
い
。

　

ま
た
、
掲
載
時
に
ペ
ン
ネ
ー
ム
等

を
希
望
さ
れ
る
方
は
そ
の
旨
書
き
添

え
て
下
さ
い
。

■
締
め
切
り　

令
和
４
年
７
月
18
日

■
当
選
発
表　

本
誌
８
月
号

■
応
募
先

〒
０
９
５
‐
０
０
２
１

士
別
市
西
１
条
８
丁
目
７
０
１
番
地
１

　

Ｊ
Ａ
北
ひ
び
き

　

「
プ
レ
ゼ
ン
ト
ク
イ
ズ
」係
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【ＪＡ北ひびきのホームページ】
　組合員の皆様に向けての情報発信
と消費者や地域住民、市場関係者や
実需者へ向けた、ＪＡ事業情報発信
を行っています！

【組合員専用ページ】
　ＪＡ北ひびきの「組合員専用ホームページ」では、日々
ＪＡから組合員の皆様へお知らせしているFAX文書な
どをリアルタイムで掲載しておりま
す。組合員専用ページへのアクセス
には、ユーザー名とパスワードが必
要です。お近くのＪＡ職員にお問合
せ願います。

ひびきあい 6 月号 14 ページ『各地区共済担当 LA の紹介！』
に一部誤りがありましたので訂正いたします。

（誤）剣淵地区担当 多田幸弘　　　　　
（正）上士別・中士別地区担当 多田幸弘

メ ュ
今
ニ ー
回の

手軽に美味しくひと工夫

名
残
の
ア
ス
パ
ラ
と

夏
野
菜
の
塩
辛
炒
め

＊材料（４人分）
・グリーンアスパラ ������ 100 ｇ
・ブロッコリー �������� 1/2 房
・ミニトマト ���������� ４個

・にんにく 小さじ 1/2（おろしにんにく可）

・白ネギ ���������� １/６本
・いか塩辛（市販品） ������ 20 ｇ

・オリーブオイル � 大さじ 2（サラダ油可）

・輪切り唐辛子 適量（一味・七味唐辛子可）

・塩・粗挽き黒胡椒 ������� 適量

士別警察署㈹２３－０１１０
問い合わせは士別警察署まで

士別警察署かわら版（令和４年7月）
１令和４年度（第２回）北海道警察官募集中

「やりがいも　魅力も　でっかいどう」
警察官の仕事は交番勤務や犯罪捜査、防犯活動、交
通指導取締、災害救助等多岐に渡ります。
　きっとあなたの興味のある仕事や、個性・特技を
生かせるフィールドがあります。
○　試験概要
⑴　受付期間
　　令和４年７月１日（金）から
　　８月１９日（金）午後５時30分まで
⑵　第１次試験日
　　令和４年９月１８日（日）
⑶　第２次試験日
　　令和４年１０月下旬から１１月上旬
⑷　採用予定人数
　　200名程度　　男性Ａ区分
　　35名程度、男性Ｂ区分　115名程度
　　女性Ａ区分　 15名程度、
　　女性Ｂ区分　 35名程度
⑸　受験資格
 【学歴】Ａ区分～学校教育法による大学（短期大学
を除く。）等を卒業した者
（令和５年３月末日までに卒業見込みの者を含む。）
※　高度専門士の称号を取得又は令和５年３月末日
までに取得見込みの者を含む
Ｂ区分～Ａ区分以外の者
【年齢】平成２年４月２日から平成17年４月１日

までに生まれた者
（令和５年４月１日現在で18歳以上33歳未満）
＊　北海道警察では、ＷＥＢや対面型など、各種説
明会を開催しています。
２　みんなで防ごう特殊詐欺

～家族との絆を深めて詐欺撃退～
　オレオレ詐欺や役場職員を語った還付金詐欺は、
被害者の約９割が高齢者で、その殆どが自宅の電
話機に犯人から電話がかかってきています。
　詐欺被害に遭わないためにも家族みんなで詐欺
を撃退しましょう。
詐欺を防ぐために…

～自分で出来ること～
・電話防犯機器や留守番電話を活用しよう！
・一番相談しやすい相談先を決めておきましょう！

～家族でできること～
・普段から家族と顔を合わせたり、連絡を取り合
いましょう！
・詐欺の手口に関心を持ち、注意し合いましょう！
・家族だけが分かる合言葉を決めておきましょう！

～地域で出来ること～
・ご近所さん同士で、普段から挨拶など声を掛け
合いましょう！
・詐欺の手口に関心を持ち、注意し合いましょう！
・ご近所さんの相談に乗ってあげましょう！

詐欺電話がきたら♯９１１０

●作り方

①グリーンアスパラは軸部の皮を剥き、適宜に切り分けて塩茹でします。

　ブロッコリーは一口サイズに切り分けて、塩茹でします。

②ミニトマトはヘタを取り、反対側の中央部に十字に包丁目を入れ、茹でて皮を剝きます。

③にんにく、白ネギは粗目のみじん切りに切ります。

④いか塩辛も細かめに刻んでおきます。

⑤フライパンにオリーブオイルをひき、にんにくから極弱火で炒めて、香りが立ち始めた

ら、輪切り唐辛子、いか塩辛を炒めて、中火を保ちながら、アスパラ・ブロッコリーを

炒めます。途中で②のミニトマトを加え、塩・胡椒で味を調えて、火を止めてから白ネ

ギのみじん切りを絡めます。

⑥器に彩りよく盛り付けて、フライパンに残った塩辛ソースをかけます。

髙橋　和敏さん

名寄グランドホテル藤花　和食調理部長
（一般社団）北海道日本料理研究会名誉師範
（一般社団）北海道全調理師会名寄支部幹事長

◉�アスパラを固ゆ

でして炒めるこ

とで、にんにく

やネギなどの香

味野菜の風味が

うま味にかわり

ます。

ここがポイント


	12201449_JAkitahibiki7#honbun#1
	12201449_JAkitahibiki7#honbun#2-3
	12201449_JAkitahibiki7#honbun#4-5
	12201449_JAkitahibiki7#honbun#6
	12201449_JAkitahibiki7#honbun#7
	12201449_JAkitahibiki7#honbun#8-9
	12201449_JAkitahibiki7#honbun#10-11
	12201449_JAkitahibiki7#honbun#12-13
	12201449_JAkitahibiki7#honbun#14-15
	12201449_JAkitahibiki7#honbun#16

